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現
在
、阿
賀
野
川
流
域
全
体
を
舞
台
に

展
開
す
る「
阿
賀
野
川
え
〜
と
こ
だ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と「
阿
賀
野
川
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」。こ
の
２
つ
の
流
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
ま
れ
た
様
々
な

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、県
内
外
か
ら

流
域
を
訪
れ
た
多
く
の
方
々
に
体
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
、「
あ
が
の
が
わ
環
境

学
習
ツ
ア
ー
」と
い
う
取
組
が
昨
年
よ
り

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ツ
ア
ー
は
通
常
、新
潟
水
俣

病
の
教
訓
を
伝
え
る
ツ
ア
ー
か
、阿
賀
野

川
流
域
の
魅
力
を
伝
え
る
ツ
ア
ー
に
、完

全
に
分
離
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
れ

ま
で
の
地
域
再
生
の
経
過
や
流
域
の
現

状
を
踏
ま
え
る
と
、両
方
を（
時
に
は
組

み
合
わ
せ
て
）展
開
で
き
る
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
、「
あ
が
の

が
わ
環
境
学
習
ツ
ア
ー
」が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
試
み
を
着
実
に
前
進
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、全
国
の
人
々
が
阿
賀
野

川
流
域
を
見
る
目
が
ど
う
変
化
す
る
か
、

一
方
で
そ
れ
が
流
域
の
未
来
に
ど
う
影

響
し
て
く
る
の
か
、今
号
の
特
集
な
ど
を

通
じ
て
、流
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
を

深
め
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
新
潟
水
俣
病
の
教
訓
」を
伝
え

「
阿
賀
の
宝
も
ん
」も
自
慢
で
き
る

新
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始
ま
っ
た

阿賀野川流域の“光も影も”未来へ伝えていくために

旧三川村五十島・渡船場跡にて、元船頭さんから阿賀野川と共に生きたあの頃を伺う（撮影：JPS 日本写真家協会会員・山口冬人氏）

※この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 10 号

　第１０号はいかがでしたでしょうか？ 
　「あがのがわ環境学習ツアー」は一般社団法人あがのが
わ環境学舎の独自事業として運営していますが、特集でご
覧いただいたとおり、阿賀野川流域の様々な団体の方々か
ら支えていただいております。そのおかげで、「阿賀野川流
域を“ほんもの体験”できたよ！」とのお言葉を参加された
方々から多くいただいており、この場を借りて深く感謝申
し上げます。
　平成２５年度もはや折り返し地点に近づき、後半戦に突
入しようとしています。次号も阿賀野川流域の“ほんもの”
を発掘して参りたいと思いますので、ご期待ください。

××

　今も昔も流域に様々な恵みをもたらして
くれる阿賀野川。しかし、過去にこの大河
で起きた悲しいできごとを現地で学習で
きる機会は、あまり多くありません。
　そこで、小学校５・６年のクラスを対象
に、総合学習や道徳などの授業の一環とし
て、先生が無料で利用できるプログラムを
提供いたします。

内 

容
① かつての企業城下町・鹿瀬の現地見学
② 元・船頭さんが現地で語る公害の被害

プログラム受講は無料（※バスや昼食
についても原則的に負担可能）です。

五泉市・阿賀野市・阿賀町の小学校５・
６年のクラス（20名前後～40名前後）

対 

象

費 

用

募集期間●Ｈ２５年９月～１１月

申 
込
〔一社〕あがのがわ環境学舎
TEL&FAX 0250-68-5424
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か
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帆
か
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多
数
往

来
し
、大
河
の
恵
み
を
享
受
し
た
地
場
産
業
や
大

企
業
が
栄
え
、潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
流
域
社
会
も
、昭
和
の
高
度
経
済
成

長
を
迎
え
て
繁
栄
を
続
け
た
後
、新
潟
水
俣
病

が
表
面
化
し
た
昭
和
40
年
代
を
境
に
、時
代
の

曲
が
り
角
を
迎
え
ま
し
た
。失
わ
れ
ゆ
く
原
風

景
、徐
々
に
疲
弊
す
る
地
域
、長
引
く
新
潟
水
俣

病
問
題…

。

２
つ
の
流
域
再
生
の
取
組
が
始
動
し
て

　

や
が
て
、新
潟
水
俣
病
の
公
式
確
認
か
ら
40
年

以
上
経
過
し
た
平
成
19
年
、ま
ず
は
流
域
が
公
害

と
向
き
合
う
き
っ
か
け
を
生
み
出
す
た
め
に
、新

潟
県
が
主
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し
て
阿
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流
域
の
地
域
再
生
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。
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光
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境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ま
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掲
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特集レポート！

旧昭和電工㈱鹿瀬工場正門前からガイド 元船頭の被害者の方が現地で語る（阿賀町五十島）元船頭の被害者の方が現地で語る（阿賀町五十島） 旧昭和電工㈱鹿瀬工場高台からガイド

“やすだ瓦ロード”のバス停留所で一休み“やすだ瓦ロード”のバス停留所で一休み 広大なブナ原生林（阿賀町日尊の倉山）広大なブナ原生林（阿賀町日尊の倉山） 神田酪農の牛舎（阿賀野市六野瀬）

　公害を経験した流域だからこそ、全国に向けて胸を張って発信できる独自の環境取組や地域づくりが始まって
います。そうした中から、上流域に広がるブナ原生林など豊かで貴重な自然資源や、中流域独特の風土が生み出
した安田瓦や酪農などの地場産業の取組などを、地元ガイドの案内で体験できるプログラムの数々です。

　なぜ新潟水俣病が発生するに至ったのか。被害者の方はこれまで何に苦しんできたのか。その頃の流域の暮ら
しや産業はどう関係していたのか。様 な々視点から歴史の光と影の１コマに向き合い考えを深めていくプログラム
の数々です。紙芝居や映像によるユニークな座学を体験後、専門ガイドなどが実際に現地を巡って案内します。

　阿賀野川流域独特の風土と文化が生み出した、珍しい伝
統食や郷土料理。流域再生の過程で発見した、そうした食の
数 を々１つのお膳の中に集めた「豪華な粗食」を提供します。

伝
の

※写真は一例です。“豪華な粗食”は一般社団法人あがのがわ環境学舎の登録商標です。
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と
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」を
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鹿瀬地域上空から昭和電工㈱鹿瀬工場・ハーモニカ長屋・阿賀野川を望む（鹿瀬工場タイムス昭和29年44号より）鹿瀬地域上空から昭和電工㈱鹿瀬工場・ハーモニカ長屋・阿賀野川を望む（鹿瀬工場タイムス昭和29年44号より）

阿賀野川 最後の帆船（昭和25年・五泉笹堀）、撮影：木村清氏・提供：木村仁已氏阿賀野川 最後の帆船（昭和25年・五泉笹堀）、撮影：木村清氏・提供：木村仁已氏

次ページでツアーを構成する次ページでツアーを構成する３本の柱３本の柱を紹介！を紹介！

特集特集
１

光と影に向き合う
“ほんもの体験”、はじまる。

かかかかかかかかかつつつつててててててててててて しててててててててて た かかかかかかかかかかかかかからららららららららららららら阿賀野川流域がかつて体験してきた光と影の歴史から
これからの未来に生かせる教訓を伝えるために


